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Abstract 

The purpose of this study is to develop a new educational model : the TYA method 2002 for public health 

education, and to investigate the learning process of the participants in the salt restriction class held in S village in 

Aomori Prefecture. 

The subjects were 42 people in the class above mentioned. The model developed, the TYA method, means Try 

Angle : in other words, a trial to construct new theory, policy and strategy in health education. This method has 

the following two original features : 1)participants start and continue their learning based on a scenario, that is a 

story about one couple's daily life in which some problems of lifestyle are included. The learning process is self-

directed. The learning comes from each participant's ideas and speech in group discussion, that is to say, from 

their rich knowlege and life experiences. 2)the learning is supported by a tutor who supports the learners' 

independent learning. 

Through this TYA method, the self-directed learning process of the participants was observed. The main results 

were that, in the learning process, 1)participants could learn through problem solving based on the scenario. 

2)with the suppot of the tutor, participants could learn through independence and cooperation. 3)participants 

could learn because the contents of the scenario were closely connected to real life habits. 

(J.Aomori Univ.Health Welf.5 (1) :53 - 61, 2003)
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Ⅰ　 緒言一問題の所在と研究背景一

　 日本食は洋風化 した食事スタイルを取 り入れつつ、時

代 と共に変遷 を遂げて きた。 しかしなが ら、米を主食 と

し野菜や魚介類、大豆など伝統的な素材 をベースとしつ

つ も多様でバランスの取れた日本型食生活は我々日本人

の中で維持 され続けている。このことはわが国の長寿の

一端を担 っているといえよう
。 この 日本型食生活は脂肪

の過剰摂取 を防いでいる反面、醤油、味噌等の食塩系調

味料の多用が根底 にあ り高食塩摂取習慣 を招いているこ

ともまた事実である。

　「健康 日本21」 においては、循環器病はわが国の主要

な死亡原因の一つであ り、その要因である高血圧の予防

の観点か ら、食塩摂取量 を1997年 の13.5gか ら2010年 に

は10g未 満 とすることを目標 としている。わが国の食塩

摂取量 は国民栄養調査成績によると、調査開始以来1987

年 まで一貫 して減少 を続けてきたが、その後 は上昇 に転

じ1991年 頃か ら横ばい乃至やや減少傾 向で推移 してい

る。つま り、「健康 日本21」 の 目標 を達成す るにはかな

りの努力 と工夫が必要であるといえる。

　 一方で、東北地方の食塩摂取量は昔 も今 も高 く、「健

康あお もり21」1)で は現状の14.lgを2010年 には10g未

満 にすることを目標 にしている。

　 このような目標 を達成するためには、健康教育、 とり

わけ地域 における減塩教育のあ り方を見直す必要性があ

る。近年では、健康教育の対象 となる人々の行動特性 を

理解することな しに行われる保健指導 は功を奏さないと

の反省か ら、患者、地域住民の心理社会的背景や行動特

性などを研究する行動科学が1950年 以降アメリカを中心

に展開されてきた。

　 わが国においては、1996年 に公衆衛生審議会は生活習

慣に着目した疾病対策の基本的方向性 について述べ、従

来、成人病 といわれてきた高血圧、脳卒中、心臓病、が

んなどを生活習慣病と名称 を変更 した。生活習慣病の予

防は日々の行動を自己管理することで、知識があっても

行動 を伴わない人をどのようにすればいい方向に行動変

容で きるかが焦点 とされた2)。

　 行動変容への具体的アプローチとして、医療者の姿勢

を整える、情報提供 とセルフケアの工夫、行動療法的ア

プローチ、ソーシャルサポー トの改善 と環境調整のため

の相談などが検討された。そして無関心期、関心期、準

備期、実行期、継続期など各行動変容ステージごとの対

応が検討 された3)。食生活に関する行動変容を効果的に

行うための新 しい実施モデルの開発が必要とされている。

　 わが国の保健指導 に関 しては、「健康 日本21」 に基づ

く施策が全国において推進 される中で、栄養 ・食生活や

循環器病 といった各分野ごとの基本方針に沿 って、地域

住民の生活習慣病予防のための対策が 日々改良を加 えら

れながら実践 されている。なかでも、減塩 による高血圧

の一次予防を主 目標 とする健康教育は、達成すべ き重要

課題の一つ と位置付け られ、既存の教育方法をさらに一

歩前進させたより効果的な教育方法の導出が期待 されて

い る。それは、 これまでは集団指導方式あるいは個別指

導方式を中心 とした減塩教室が行われてきたのだが、わ

が国の食塩摂取量の実体 を見 ると、必ず しも効果が上

がっている とは言えない現状が存在するか らである。 よ

り効果の高い、そ して無理なく自然に長 く続けられる教

育方法のモデル開発が、わが国全体で強 く望 まれている

ことから、本研究では新モデルの原案 を健康教室で実施

し、改良を加えて、完成を目指すこととした。

　つま り、本研究は新モデル開発を行 うと同時に、地域

住民に食生活改善のための保健サービスを提供 し、さら

に介入研究 を同時に行い、食塩 と血圧に関する資料 を提

供することになる。

Ⅱ　理論的検討

　本研究では、わが国を含む各国の医学教育などの分野

で既に広 く採用 されているPBL方 式 を減塩教室に合 う

ように改良 した新 しい教育方法のモデルの原案 を作成す

る。教育モデルの検討は本研究の中で中核的観点になる

ため、ここで、様々な先行研究 を基にPBL方 式 に関する

理論的な整理 と検討を行 なう。

　 まず、PBLはProblem-based　 Learningの 略で、問題基盤

型学習 と捉 えられている4)。近年の日本の高等教育にお

いてPBLは 、医学教育5)や看護教育6)な どの分野で、1990

年代 より既に導入 され、学習上の一定の効果 ならびに教

授上の成果が明 らかになるとともに、教育方法上の、あ

るいは教育課程上の課題が検討されている。

　 PBLは 、1.健 康問題 に関連する身近で具体的な状況を

設定 したシナリオを活用 し、学習への参加者が捉える「問

題」 をベースとして学習 を展開する、2.共 通の問題関

心 を持つ人たちが少人数のグループを形成 し、グループ

によるディスカッション形式の学習を進める、3.学 習へ

の参加者 自らが 自主的に学習内容 を組み立てていき、そ

れをチューターと呼ばれる指導的立場にある人がサポー

トしてい く、4.デ ィスカッションを通 して得 られた学習

の成果を全体研究発表などの場 を通 じて共有 し、さらに

相互に理解を深め合 う、という4つ の主要な特徴を持 っ

ている7)。本研究ではPBLを 健康教育の中で応用的に発

展させる。つ まり、減塩あるいは高血圧の予防等に関す

る問題 を、グループワークをして学習すると、参加者か

ら思わぬアイデアがでて、お互いによい意味の競い合い

と励 ましになる点を重視する。

　 また、体験談を語 り合うことは、他の参加者が感心 し

て自分 もやってみ ようという気を喚起 させることにつな
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がるのである。 さらに、PBLで は、学習参加者の主体性

や日常的な問題関心、 自己の健康への問題意識 を中心 と

して学習活動が継続されるため、学習者 自身の 「自ら学

ぶ力」や 「問題解決能力」が 自然の うちに育成 されるこ

とになる。と りわけ、健康教育とい う場 を通 じて得 られ

た学習成果を、学習終了後の日常生活 においても何 らか

の形で生かす ことができる点 もまた、意義深いところで

ある。 このような新 しい教育方法の特色 を従来行われて

きた集団的、あるいは個別的な健康教育 ・指導に有機的

に組み込むことによって、 より効果の高い健康教育方法

のモデルを構築 してい く。

Ⅲ　研究目的

　以上の検討 をふ まえ本研究では、地域住民の心理社会

的背景や行動特性 を踏まえ、減塩 に関する行動変容を効

果的に行なうための教育モデルを、応用型PBL方 式を中

心 に集団指導方式や個別健康教育 を総合的に連結 ・活用

す ることを通 して開発 し、その教育効果を様々な測定数

値 を基に評価することを目的 とした。

　換言すれば、本研究全体の 目的は、学習者がある事例

をもとに したシナリオに基づいて、 自主的、 自立的に学

習 し、学習者間で相互 に助け合いながら学習するという

教育方法であるPBL方 式を、地域住民の生活習慣改善に

応用 した新 しい教育方法のモデル(健 康教育TYA方 式

2002:以 下、TYA方 式 とする)を 開発することである。

とりわけ第1報 では、開発 された新教育モデルにおいて、

どのような学習過程 を経て学習者の学びが深化するかを

明 らかにすることを目的 とした。

Ⅳ　研究方法

　 1　 研究デザイン

　学習者の学びを質的に記述する方法 をとり、演繹的ア

プローチを採用 した。研究の前提 として、PBL方 式を健

康教育の中に応用 した教育方法は減塩教育にある一定の

有効性 を示 し、重層的で深まりのある学びが展開される

とい う仮説の基に、新教育モデルの開発 を試み、学習者

の学びを分析 した。重層的で深 まりのある学びとは、第

一に、シナ リオ内容を踏まえ学習者が複眼的に各自の食

生活 を振 り返ることがで きるとい うことである。第二に、

個々の学習者が相互 に学習のリソースとな りうるという

ことである。第三に、全体講義 やグループワーク等か ら

得 られた知識や自分の過去の生活体験 ・人生経験を統合

してい くということである。換言すれば、生活体験や講

義等で得る知識、シナリオの情報、他者、つまりグルー

プワークメンバーの意見の全てを自分の食習慣の改善、

つ まり減塩 による高血圧の一次予防に活用で きるような

学びのプロセスである。

2　 研 究 期 間

2002年12月 か ら2003年2月 。

　 3　 研究対象

青森県S村 の住民であ り、2002年 度の減塩教室に参加

した42名 である。

　 4　 研究方法

　 (1)新 教育モデルの導出

　共同研究者間で、集団(一 斉講義形式)指 導や個別健

康教育、小集団による健康学習など既存の教育方法 を踏

まえ、PBL方 式の検討を行 ない、新教育モデル案 を導出

した。

　 (2)デ ータ収集方法

　参加観察法 を採用 した。対象は各5～8人 までの5つ

のグループに分かれ、各グループにS村 スタッフ(保 健

師、看護師、栄養士)が2名 ずつ入った。そ して、研究

者 は教室全体のスーパーバ イザーの役割 を担 うと同時

に、チューターをさらに側面からサポー トする目的で、

個別のグループワーク支援 ならびに各 グループ全体支援

の形で、教室に参加 した。

　 また、教室に参加 した住民によるグループワーク中の
一つひとつの発言等は

、録音ではなく各グループに配置

されたチューター及び記録者 による筆記記録 により、一

発言につ き一枚の付箋紙に記す という単位で記録シー ト

に記 した。 さらに、住民各 自の生活上の問題点や具体的

な改善目標、目標の達成度 ・満足度 などは、各自に与え

られた個人シー トに書き記 された。グループワーク中に

は、個人シー トに各 自が書 き記 した内容 も互いに発表 し

合い、これらも同様 に、筆記記録 により記録シー トに記

した。

　 (3)倫 理的配慮

　 S村 の保健担当部局か ら減塩教室の目的、内容 を分か

り易 く解説 した案内文を配布 し、参加者 を募集 した。教

室開始時点に再度、教室ならびに研究の目的、内容を説

明し、十分納得 した上で参加できるように配慮 した。 ま

た、途中で教室から辞退することも可能であることを説

明 した。

　 (4)分 析方法

　 マイリングの質的内容分析法8)を 用いた。まず、減塩

教室の各回を順 に、「導入期」、「展開前期」、「展 開後期」、

「総括 ・まとめ期」に分割 し、体系的に位置付 けた。そ

して、教室参加住民の学びのプロセス、つ まり、シナリ

オ内容 をどのように受け止めシナリオを自分の生活習慣

の改善にどのように関連付けたかや、新教育モデルの方

式が参加住民たちの減塩等への工夫に対 しどのような効

果 を生むか、 という設問 について明確に解釈 ・分析する
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ことを分析の基軸 とした。

　次に、チューター及び記録者が書 き記 した記録 シー ト

に基づいて、各期ごとに、第一段階 としてグループ個別

的に内容分析 を行ない、第二段階 としてグループ横断的

に、つまり教室参加者全体 を単位 として分析を行なった。

第二段階終了後 は再び第一段階に立ち戻 り、両段階間の

関連性 ・適合性に誤 りが無いよう確認するために、複数

回検討を加 えた。

　その際、同 じ意味を持つ発言内容の部分 はひとまとめ

にすることで、最 も低次の具象 レベルのデータである一

つひとつの発言 について、それらの発言 に含 まれる減塩

による高血圧の一次予防という主題に関する重要な要素

を中心 に内容的に構造化させ、抽象 レベルに集約 ・類型

した。

図1　 TYA方 式 による健康教育への参画形態

市町村

地域住民

生活習慣

の 改 善

大学研究者

Ⅴ　結果及び考察

1　 新教育モデル案:TYA方 式の概念 と特徴

　本研究では、新 しい教育モデルの案として、前述のPBL

方式 を健康教育の中に応用 したTYA方 式を開発 した。

TYAと は、　Try　Angleの 略であ り、健康教育 における新

しい方策を開発する試みを意味するものである。その特

徴 としては、シナリオや参加者個々の生活体験等を学習

資源 として、健康教育を行なう既存の健康教育の方法に

無 い新 しい教育モデルである と捉え られる。 ここで、

TYA方 式の概念を3つ の図を用いて説明する。

　 まず、3つ の図に共通する部分 として、正三角形の中

心部に 「生活習慣の改善」 という用語が位置付けられて

いるのは、減塩 による高血圧の一次予防の実践が適切か

つ継続的に行なわれ、その実践を通 して地域住民個々人

の生活習慣がよりよい方向に改善 されることが、教育上

の最終目標になることを意味 している。

　 次 に、図1はTYA方 式による健康教育を行 なう際の参

画形態を示 したものである。正三角形の3つ の頂点には、

それぞれ、「地域住民」、「市町村」、「大学研究者」が位置

付 けられている。この図は、 これら三者が三位一体不可

分の形態で健康教育に関わること、つま り、地域住民が

単に 「教 わる」 という立場を超 えて、地域住民 と市町村

ス タッフ、及び大学研究者が ともに協力連携 しながら主

体的に健康教育活動に関わってい くというTYA方 式の

本質的概念 を端的に表現 している。

　 換言すれば、集団教育や個別健康教育などの既存の健

康教育の方法のように地域住民が知識等 を市町村等の健

康教育を行なうスタッフより一方向的に付与 されるので

はなく、住民 自らも教育活動の一員 として積極的に参画

し、 自主的に知識等 を獲得 し、それと同時に自らの生活

習慣 を改善するための自己実践 ・自己学習の方法をも学

び取るということである。

図2　 TYA方 式による健康教育の実践方法

生活経験

生活習慣

の 改 善

知識 ・技術 ・態度(意 欲)

、

シナ リオ ・チ ュー トリア ル

図3　 TYA方 式 による参画 ・実践形態

生活経験
地域住民

生活習慣

の 改 善

市町村

知識 ・技術 ・態度(意 欲)

　　　　　　 大学研究者
シナ リオ ・チ ュー トリアル
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　また、図2はTYA方 式 による健康教育の実践 に際 して

の方法ならびに学習資源を示 した ものである。三角形の

3つ の頂点には、それぞれ、「生活経験」、「知識 ・技術 ・

態度(意 欲)」、「シナ リオ ・チュー トリアル」が位置付

けられている。この図は、これ ら三者がTYA方 式の重

要な方法であ りまた不可欠な学習資源 になりうることを

表現 している。

　具体的には、地域住民は、各々の持つ豊富 な生活経験

を持ち寄 り、それらを基盤としてグループワークに臨む。

また、講義及びグループワーク等の教育プログラムを通

して、生活習慣を改善するために必要な知識や具体的な

技術が獲得 されてい く。同時に、生活習慣の改善 を目指

す態度が形成され、さらに自己実践等を継続する意欲が

喚起 される。

　そ して、TYA方 式を特徴づける手法がシナ リオの活用

とチュー トリアルシステムである。チュー トリアルシス

テムでは、グループワークを行 なう際の題材 としてシナ

リオを用いながら、チューターが地域住民の学びを、つ

ま り自由で活発な話 し合い を側面か ら支援 してい く。

チューターは地域住民 に決 して多 くを教え過 ぎてはいけ

ないのである。チューターは、地域住民からで きるだけ

多 くの意見 を引き出す、つ まり主体的な学びを支援する

役割 を担 うのである。

　 さらに、図1と 図2の 概念を重ね合わせた ものが、図

3に なる。地域住民は自らの生活経験 を相互に語 り合い

ながら、 グループワークの中で生活習慣 を改善するため

の様々なアイデアを導出する。市町村スタッフはシナリ

オ・チュー トリアルのシステムをベース としつつ、チュー

ターの立場で地域住民 を知識 ・技術 ・態度(意 欲)の 各

側面か ら支援する。

　 大学研究者はシナリオを開発するとともに、チュー ト

リアルが円滑かつ適正 に機能するようにチューター教育

も含めたチュー トリアルシステムのスーパーバイズを担

当する。TYA方 式では、これら三者の役割が肝要かつ不

可欠な要素 として存在する。

2　 シナ リオの導出

　新教育モデル開発の一環 として、TYA方 式の主たる教

育材料 となるシナリオを、表1の ように導出 した。シナ

リオ中の登場人物 は一組の夫婦である。シナ リオのポイ

ン トと教育的意図を順に説明する。まず、細線 を付 した

夫婦二人の血圧値の部分 は、夫婦 の健康状態の設定 とし

て、高血圧の状態であることを具体的な問題 として表現

した。

　次に、太線 を付 した夫婦それぞれの 「ラーメンをお汁

まで全部飲む」や、「どんぶ りで漬 け物 を食べ る」、「ど

んな料理 も味 を見ずに しょうゆをかける」 といった部分

は、主題である減塩に関 し、塩分の過剰摂取を示す生活

習慣上の問題点 として表現 した。

　次に、直線2重 線を付 した夫婦二人の 「野菜はあま り

食べない」の部分は、カリウムの十分な摂取が減塩を補

完する、そして、高血圧の一次予防につなが るという観

点を踏 まえ、カリウム不足 を示す問題点 として表現 した。

　次に、点線 を付 した夫婦二人の肥満傾向の部分は、肥

満の解消が減塩と補完 し合い、そして、高血圧の一次予

防につながるとい う観点を踏 まえ、肥満の状態 という問

題点 として表現 した。

　 さらに、波線を付 した夫の 「運動 をほとんどしない」、

「休 日もゴロ寝」 という部分 は、 日々の適度 な運動習慣

が減塩 と補完 し合 うことで、高血圧の一次予防につなが

るという観点を踏 まえ、運動不足の状態 とい う生活習慣

上の問題点として表現 した。

　最後に、波太線 を付 した夫の 「タバ コを吸いなが ら毎

晩お酒 を飲む」 とい う部分は、禁煙 と適量飲酒が減塩 と

補完 し合うことで、高血圧の一次予防につながるという

観点を踏まえ、喫煙 と過度の飲酒 という生活習慣上の問

題点 として表現 した。

表1　 シナ リオ(2002年12月19日 　 S村 減塩教室

　　グループワーク資料)

青 森相子 さん 、53歳 。健 康 診 断 の際 に 自分 が高 血 圧

(最高148、 最 低98)で あ る こ とや 、肥 満傾 向(BM

I29.2、 体重67.5kg、 身長152　cm)に あ るこ とが分 か

りま した。

　夫 で あ る　 和 馬 さん(55歳)も 、職場 で の健康 診 断

の際 に 自分 が高 血圧(最 高160、 最低105)で 、肥満 傾

向(BMI28.7、 体 重81kg、 身長168cm)に あ るこ と

が分 か りま した。

　結 婚 した当初 よ り、 青森 さん夫 婦 は食べ 物 の味付 け

の 好 み が よ く似 て い て 、二 人 と も 「濃 い 口」 で す。

　相 子 さん は大 好 きな ラー メ ンを週 に2～3回 は食べ

ますが、大抵はお汁まで全部飲みます。漬物類も大好

きで、 自宅 で は どんぶ りで漬 物 を食べ て い ます。

　一方 の和 馬 さんは外 食 が多 い のです が 、刺 身 は もち

ろ ん、揚 げ物 、煮 物 、妙 め物 、 どんな料 理 の と きで も

味 を見 る前 に まず しょうゆ をか け てか ら食べ ます。

　 また、 タバ コを吸 い なが ら、毎 晩 お酒 を飲 み ます 。

　 食べ 物 の好 みが 「濃 い口」 で あ る ことの ほか に は、

二人 と も肉料 理 が と くに好 きで 、野 菜 はあ ま り食べ ま

せん。

　 また 、和 馬 さん はマ イ カー通 勤 で もあ り、普 段 は仕

事 にお われ て運動 をほ とん ど して い ませ ん。休 日 もゴ

ロ寝 ば か り。

　 高 血圧 を悪化 させ て しま うよ うな生 活 を これか らも

つづ けてい くと、近 く、青 森 さ ん夫 婦 の体 に何 らか の

症状 が 出 て くる可 能性 が あ ります …。
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3　 TYA方 式に基づ く減塩教室の展開

　本研究では、前述のとお り、既存 の小集団学習には無

い新 しい特徴 を有するTYA方 式 を導出 した。このTYA

方式に基づいて、①塩分 と血圧 に関する講義 、②継続的

シナリオ学習(グ ループワーク)、③参加者か らの実際

の疑問点に関する小講話、④個人シー トの活用、⑤減塩

食の試食、⑥ス トレッチ体操や温度差 を持たせた味噌汁

の飲み比べ等の実体験 コーナーを準備 したブース体験、

⑦前回欠席者に対する補講教 室、⑧各回の学習発表なら

びに最終結果報告会、 という主要な要素 を含む減塩教室

を実施 した。

　教室の実施計画 ・状況は表2の とお りである。本調査

研究の関連か らの教室全体の流れは、第2報 の図1と 併

せて見ていただきたい。

表2　 減塩教室の実施計画 ・状況(2002年 度　青森県S村)

教室
回数

1

2

3

4

5

6

各期

導入

期

導入

期

展開

前期

展開

後期

総 括

・ま

とめ

期

総括

・ま

とめ

期

実施月日

12月2日

12月19日

1月16日

1月23日

2月6日

2月27日

担当者

大学研究者、

保健師

大学研究者、

保健師、

看護師、

栄養士

大学研究者、

保健師、

看護師、

栄養士

大学研究者、

保健師、

看護師、

栄養士

大学研究者、

保健師、

看護師、

栄養士

大学研究者、

保健師、

看護師、

栄養士

健康度測定

血圧 、脈拍 、

身長 、体 重

血圧 、体 重

血 圧、 体重

血 圧 、体 重

血圧 、 体重

血 圧 、脈 拍 、

身長 、体 重

実施内容

教室全体 ・塩分調査方法等

の説明　　　　　　　　　

講義 「食塩と健康」

アンケー ト(健康習慣 ・食

生活)

塩分調査結果の説明

シナリオ学習(グ ループ

ワーク)の 方法等の説明

グループワーク

全体発表

前回欠席者対象の補講教室

前回の疑問点に関する小講話

グループワーク

[個人シートの活用

全体発表

前回欠席者対象の補講教室

前回の疑問点に関する小講話

減塩食の試食

塩分と血圧に関するブース

体験
1グループワーク

個 人シートの活用

全体発表

前回欠席者対象の補講教室

前回の疑問点に関する小講話

グループワーク

個人シー トの活用

全体発表

塩分調査方法等の説明

前回欠席者対象の補講教室

前回の疑問点に関する小講話

塩分調査結果の説明

グループワーク

個人シートの活用

全体発表

アンケート(健 康習慣 ・食

生活)

教授 ・学習 目標

塩分摂取 と血圧及び健康との関連を

理解できる。

自分自身の普段の健康習慣及び食生

活を振り返ることができる。

自分自身の塩分調査結果の持つ意味

を認識できる。

シナリオにおける生活習慣上の問題

点を理解できる。

自分自身の生活習慣上の問題点を振

り返ることができる。

シナリオにおける解決策を理解でき

る。

自分自身の生活習慣上の改善目標を

具体的に設定できる。

試食してみたい減塩食の献立の骨子

をグループ討議により導出できる。

実際の試食を通 して減塩食メニュー

における調理上の様々な工夫点を理

解できる。

数種類のブース体験を通 して塩分と

血圧に関する様々な知識を得ること

ができる。

自分自身の今後の行動目標を再確認

できる。

自分自身の改善 ・行動計画 ・目標の

達成度を自己評価できる

自分として上手く実践できなかった

課題点を明確化することができる。

実践できなかった課題を解決するた

めの方策をグループ討議により導出

できる。

自分自身の塩分調査結果値の推移と

その意味を認識できる。

塩分調査結果を踏まえた最終的な達

成度の自己評価ができる。

自分自身の今後の行動目標 ・取 り組

みを明確化できる。

減塩教室全体を通しての学びや感想

を共有できる。
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4　 各期における教室参加住民の学び

　まず、導入期 においては、「①塩分摂取 と血圧及び健康

との関連を理解で きる。② 自分自身の普段の健康習慣及

び食生活を振 り返ることができる。③ 自分 自身の塩分調

査結果の持つ意味 を認識できる。④ シナリオにおける生

活習慣上の問題点 を理解できる。⑤ 自分 自身の生活習慣

上の問題点 を振 り返 ることがで きる。」 を教授 ・学習目標

としてグループワークを実施 した。ここでは、開発 した

シナリオのね らいに基づ き、①シナリオの登場人物の持

つ問題点の抽出、②問題点の要因分析、③ シナリオと自

分 との比較、④普段の 自分の塩分摂取等の状況、⑤運動

面 など食習慣以外の生活習慣の見直 し、⑥今後の取 り組

みへの見通 し、に類型化 される学習過程が展開された。

表3　 導入期における学習過程

学習の到

達点

学習過程

の類型と

個々の学

び(個 々

の学びは

最終目標

に照らし

重要要素

を抽出)

◎ シナ リオへ の 自己投 影過程 を経た、

慣 の振 り返 り

自分自身の生活習

○ シナ リオの登場 人物 の持つ 問題点 の抽出

　 「夫婦 ともに高血圧 な ところ」

　 「夫婦 ともに太 り過 ぎな ところ」

　 「味 をみる前 に醤油 をかけ るところ」

　 「ラーメ ンの汁 を全部飲 む ところ」

○問題点 の要因分析

　「みそ汁は毎食 と りたい」

　「塩分 の とりす ぎは、血圧が上 がるか ら、問題 なの だろ

うか」

○ シナリオ と自分 との比較

　「私 の家で も味付 けが濃い ところが よく似 ている」

　「漬け物好 きで、い くらで も食べ る」

　「わかって はいて も控 えることは難 しい」

○普段 の自分の塩分摂取等 の状況

　「体に悪 いと知 りつつ、慣 れて しまった」

　 「年 をとれば野菜 を摂 りたいが、なか なか で きない」

　「夜食べ るのは悪 い と分か ってい るが、や め られない」

○運動面 な ど食習慣以外 の生活習慣 の見 直 し

　 「仕事で体 を動かすが 、運動 は しない」

　 「運動 を しない と、肩 こ りや腰痛 となって、体 が教 えて

くれてい る」

　 「運動 の必 要性は分 かるが、で きない」

○今 後の取 り組 みへの見通 し

　 「自分の ためだか ら薄味 に慣 れていか なければ と思 う」

　 「薄味 に して も量が多 い と塩分 と りす ぎにな る」

　 「目の前 にあ ると食べ るので、小皿 に とって、あ とは隠

す ように したい」

　 「漬 け物 や味噌汁 を少 な くすれ ばよいのだろ うか」

　 「お やつの しょっぱいせんべい をやめたほ うが いい」

　 また、展開前期においては、「①シナリオにおける解決

策 を理解できる。② 自分 自身の生活習慣上の改善 目標を

具体的に設定で きる。③試食 してみたい減塩食の献立の

骨子 をグループ討議 によ り導出できる。」を教授 ・学習目

標 としてグループワークを実施 した。ここでは、① シナ

リオの登場人物の解決策の考案、②血圧 を上げないため

の自分 自身の工夫、③ 自分のこれからの具体的目標、④

現時点での率直な疑問点の整理、に類型化 される学習過

程が展開された。

表4　 展開前期における学習過程

学習の到　 ◎シナリオにおける解決策を基盤 とした自分自身の生活

達点　　　　習慣上の改善目標の設定

学習過程

の類型と

個々の学

び(個 々

の学びは

最終目標

に照らし

重要要素

を抽出)

○ シナリオの登場人物 の解 決策の考案

　 「漬け物 の食べ る量 を調節 しては どうか(半 分 にする、

小鉢 に盛 る等)」

　 「塩分 を上手 にぬいて、ハ ーブや酢、 レモ ンで味 を工 夫

す る」

　 「ス トレッチがいい」

　 「その人 自身が意識す ることが大切」

○血圧 を上げ ないための 自分 自身 の工夫

　 「な るべ く醤 油 をテー ブルに出 さない ように してい る」

　 「魚 にさけかす をしみ込 ませ、塩分 を減 らす」

　 「月1回 の血圧測定 をす る」

　 「この教室 に参加 し、塩分 な ど意識す るよ うにな った」

　 「尿 中塩分 が高 す ぎて、こ う して はい られ ない と思 っ

た」

　 「前 回、他 の参加者 か ら聞いた話 を早速 実践 した」

　 「み そ汁の具 をい っぱい食べ、汁 は捨 てる」

○ 自分の これか らの具体 的目標

　 「漬 け物 を1日1回 にする」

　 「塩300gを250gに して漬け る」

　 「リンゴ を多 く食べ るが、そ の分 お菓子 をひか える」

　 「動物性 脂肪や油 もの を食べ ない」

　 「白菜 のお ひた しを漬 け物代 わ りに」

　 「ラー メンの汁 は飲 まない」

　 「野菜 類 には醤油 でな くソー スをかける」

　 「野菜料 理 に酢 を使 った」

○現時点 での率直 な疑問 点の整理

　「塩分 を減 ら して、おい しい漬 け物 はで きないか」

　「仕事 と運動 は同 じか、 ちが うか」

　「運動 は朝夕 、 どち らがいい か」

　「3%で 漬 けたな ら、漬け物 を1日 に何 きれ食べ ていい

のか」

　 さらに、展開後期 においては、「①実際の試食 を通 して

減塩食メニューにおける調理上の様 々な工夫点 を理解で

きる。②数種類のブース体験 を通 して塩分 と血圧 に関す

る様 々な知識 を得 ることがで きる。③ 自分自身の今後の

行動 目標 を再確認で きる。」を教授 ・学習目標 としてグ

ループワークを実施 した。ここでは、①試食体験後の感

想、②ブース体験後の感想、③各種体験 を今後の自分の

行動目標 に重ね合わせた感想、④今後の行動 目標 の再確

認、に類型化 される学習過程が展開された。

　 そ して、総括 ・まとめ にお いては、「① 自分 自身の改

善 ・行動計画 ・目標の達成度 を自己評価で きる。② 自分

として上手 く実践できなかった課題点を明確化すること

ができる。③実践できなかった課題 を解決するための方

策をグループ討議により導出で きる。④ 自分 自身の塩分

調査結果値の推移 とその意味 を認識できる。⑤塩分調査

結果 を踏 まえた最終的な達成度の自己評価がで きる。⑥
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表5　 展開後期における学習過程

学習の到　　◎減塩食の試食や各種のブース体験を踏まえた、自分自

達点　　　　身の行動目標の再構築

学習過程

の類型 と

個々の学

び(個 々

の学びは

最終目標

に照らし

重要要素

を抽出)

○試食体験 後の感想

　「わか めの酢 の物 はゆ ず を使 った ら、 さっぱ りお い し

か った(酢 嫌いで も食べ られた)」

　「家では しょっぱいの食べ てるんだな と思 った」

　「天婦羅の味付 け として、さん しょう と塩 を混ぜ て工 夫

されて いた」

Oブ ース体 験後の感想 、

　 「加工食品 には塩 が多か った」

　 「奥 さんを連 れて、覚 えて もらいたい と思 った」

　 「指 を使 って塩の量 を測 ってみて、普段使 っている味噌

の量 が多い ことが よくわか った」

　 「体操気持 ち よか った」

　 「食パ ンに塩分が入 っている と初 めてわかっ た」

0各 種 体験 を今後 の 自分の行動 目標 に重 ね合 わせ た感想

　 「酢 の物 はいつ も自分 の使 っ ている具 材 と違 ってい て

新鮮 だ った ので、家に帰 って作 ってみ る」

　 「天 婦 羅 の衣 に片栗 粉 が 入 っ てサ クサ ク して お い し

かった。次 回か ら家で も作 ってみる」

　 「目標 をたててみ て、長 く続 け られ るかが 自信がない→

続け られる 目標 が大切」

　 「この ような学習 や話 し合い をす る ことで、関心 を持 た

ざるを得 な くなる」

○今後の行動目標の再確認

　「漬け物3切 れを2切 れにする」

　「血圧が心配 … 塩分を減らし体重 も減らすようにした

い … 家の味付けを薄 くしてい く」

　「夜食をやめる」

　「味付け … 舌を慣 らしていく」

自分 自身の今後の行動 目標 ・取 り組みを明確化で きる。

⑦減塩教室全体 を通 しての学びや感想 を共有できる。」を

教授 ・学習 目標 としてグループワークを実施 した。 ここ

では、①改善 目標の達成度に関する自己評価、②自分 と

して上手 く実践で きなかった課題点、③尿検査結果 を踏

まえた教室全体の最終的な達成度評価、に類型化 される

学習過程が展開された。以上の学習過程を表3～6に ま

とめている。

　 以上を踏 まえて考察するな らば、参加者たちが、シナ

リオ中の登場人物にとっての解決策 と自分 自身の実生活

上の改善 目標 とを重ね合わせなが ら話 し合いを進めるこ

とがで きた点は、個別健康教育9)や 小集団による参加型

健康教育10)など既存の方法とは異なるシナリオ学習に特

有の学習過程 といえよう。また、参加者たちが各 自の改

善目標や達成度などを記録する個人シー トを有効 に活用

できていた点や、個人シー トを活用することで一人ひと

りが 自分の学びの状況 と生活改善の進捗情況 を常に振 り

返ることができていた点 も、新教育モデルの有効性を示

す点である。 さらに、近隣に住む人同士が小集団を形成

し、約3ヶ 月間共に学んでい くいう学習形態からは、教

室開講期間中に参加者同士の連帯感やよい意味での競い

合いの精神が生 じ、各自の減塩への努力 と工夫に対 し積

表6　 総括 ・まとめ期 における学習過程

学習の到

達点

学習過程

の類型 と

個々の学

び(個 々

の学びは

最終目標

に照らし

重要要素

を抽出)

◎これまでの自己実践 ・自己学習の総合的評価

○改善 目標 の達成度 に関する 自己評価

　 「薄味 に慣 れる→納 豆の たれを半分 に した」

　 「汁物 を減 らす→ 汁 を減 ら し、かつ水 で薄めて飲 んでい

る」

　 「酢 の物が苦手 だったが、しそ ドレッシングを使 って摂

るように してい る」

　 「テー ブルに醤油 を置か ない」

　 「運動す る気 になって きた」

　 「野菜 を買 うようになった」

　 「リンゴを家族 みん なで食べ る ようになった」

　 「昆布 だ しな どで摂 るよ うにな った(ほ んだ しの塩 分量

を学 んで)

　 「皆が一緒(こ の教室 で)だ と思 うので、頑張れ る」

○ 自分 として上手 く実践で きなかった課題点

　 「タバ コ … きっかけがない とや められない」

　 「野 菜 を多 く … なか な か … 前 よ りは多 くな ったが
… 」

　 「運動 を毎 日継続 できない」

　 「甘 い もの を減 ら しに くい」

　 「食事 を我慢 す るとス トレス に」

　 「塩 分 は上手 くい ったが 、カ リウムが 未 だ充分摂 れ な

い」

　 「体 重が最初 よ り1kg増 えていた。一 人にな ると食べ て

しまう。 リンゴは食後 に摂 るが夜食 は しな くな った」

　 「お茶 を飲 むので、漬 け物 は欠かせ ない … 悪い(塩 分

多い)と 思 いなが ら食べ て しまう」

　 「気 をつけ ているが、つ い暴飲暴 食 をして しま う」

○尿検査結 果 を踏 まえた教 室全体 の最終 的な達成度評価

　「自分のデ ータが高 く、気 にな り、一念発起 し、漬 け物

などを減 らし、今 回はいい結果が 出た」

　 「常 に毎食 、今 これ は塩何 グラムかな、と気 にする よう

になった 」

　 「あ る程度 自分の 目標が 達成で きた 」

　 「自分 のデー タを家族 に見せて、家族み んなで変えてい

きたい 」

　 「グループワー クの方法 は連帯感が 出てよい 」

　 「グループ ワー クの方法 は しゃべ りやすい。質問 も気軽

にで きる 」

　 「グループ ワー クの方法 は励みや弾 みになっ た。クラス

会 をや りたい 」

極的な効果 を生んだと捉えることがで きる。

　そ して、シナ リオ学習 と減塩食の試食体験や各種 ブー

ス体験 などの学習 とが有機的に結び付いたことから、減

塩に関 して各家庭で即実践 に結び付 く具体的な知識が参

加者 に身に付いていた。 また、 自分 自身の尿 中塩分検査

結果の数値 を励み(動 機づけ ・学習への刺激)に するこ

とで、シナリオを通 しての学習内容が各 自の生活の中で

の主体的な実践 に生かされた。

Ⅵまとめ

　本研究では、青森県内の町村の事業である減塩教室 を

実施する中で、地域住民の生活習慣の改善をねらい とし

た、新 しい健康教育のモデル、即 ちTYA方 式 の開発 を

試みた。
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　その教育モデルの大 きな特質は、まず、シナリオをベー

ス とした問題解決的な学習スタイルである点 と、チュー

ターによるサポー トの もと、学習者である地域の住民た

ちが主体的に、かつ相互に協力 しなが ら、つまり相互に

学習の リソースとなりなが ら学習 を進 めてい く点 にあ

る。

　そ して、そのモデルを理論的かつ実践的に構築する中

で、この第1報 では、地域の住民 たちの学習過程 を分析

した。結果 として、今回の減塩教室の参加者たちは、シ

ナリオ学習を通 じて、シナ リオの内容 と自分の実生活 と

を関連付 けながら、主体的に学習を展開で きていた。ま

た、シナリオを中核 とし、多様 な体験学習の場面が重層

的に織 り重なることで学習が深まり、自分の食生活改善

のための目標 をより明確化できたと捉 えられる。なお、

教育効果の評価の詳細 については第2報 にて述べる。

　 また、減塩教室の総括 ・まとめ期 における、住民たち

か らの「グループワークの方法は連帯感が出てよい」、「グ

ループワークの方法は しゃべ りやすい。質問 も気軽にで

きる」、「グループワークの方法は励みや弾みになった。

クラス会 をや りたい」 というような教育方法そのものに

関する率直 な感想からは、開発 したTYA方 式が教育的観

点か ら学習を遺憾 なく促進 し参加者に学 びやすい雰囲気

をもたらすということもまた、知 ることができた。

　 今後は、TYA方 式による健康教育活動 をより効果的な

ものにす るために、シナリオ及びチュー トリアルシステ

ムの さらなる改善が不可欠 となろう。

(受理 日:平 成15年11月25日)
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